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(公財)水道技術研究センター会員 各位 第３１２－２号 平成 24年 4月 27日 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年河川功労者の表彰について 
 

公益社団法人日本河川協会では、治水・利水に関する認識と理解を啓発するため、毎年、

河川事業、研究、愛護、水防などの活動に功労のあった方々を河川功労者として表彰してい

ますが、当センターの推薦により、次の 2 団体が平成 24 年河川功労者として表彰を受ける

ことが決まりましたので、お知らせいたします。 

 なお、「水道における気候変動に関する対応についての研究」については、当センターの

研究開発事業である Aqua10プロジェクト（平成 20年度から平成 23年度）の一環として実

施した、浄水技術に関する共同研究です。 

 

受賞団体名称 

代表者 
功績内容 

「水道における気候変動に関する対応

についての研究」研究グループ 

研究代表者 滝沢 智 

（東京大学大学院工学系研究科教授） 

気象変動による水道水源（河川表流水）及び集
水域等への影響予測についての多くの研究成果を
収め、水道事業体に対して水道原水の濁度上昇対
応ツールを提供することで、健全な水利用の推進
に貢献した。（表彰理由①） 

相模川・酒匂川水質協議会 

会長 古谷 幸治  

（神奈川県公営企業管理者） 

同一河川水系から取水する水道事業体が連携し
て水質調査や関係機関への水質保全に関する要望
活動を実施し、また、環境保全団体や行政機関と
も連携を強化することで、水質事故の早期発見や
未然防止に寄与してきた。（表彰理由②） 

 
 
※ 表彰式の概要 

日時および場所：平成 24年５月 25日（金）14時 30分～  

砂防会館別館（千代田区平河町）  

表 彰 理 由：①日本河川協会「河川功労者」表彰規程第 3条第 5項に該当 
「河川や水に関する学術的研究又は技術開発に従事し、 
河川の整備・管理、利用等に役立つ成果をおさめた場合」 

           ②同第 3条第 2項に該当 
「河川の整備や管理に関連する諸活動を通じ、河川災害の 
防止、水資源の開発、河川環境の整備や保全、流域内の 
合意形成に関して功績があった場合」 

表 彰 総 数：90件（団体 45件、個人 45件） 
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（担当）調査事業部 

 

   

  配信先変更のご連絡等について 

「ＪＷＲＣ水道ホットニュース」配信先の変更・追加・停止、その他ご意見、ご要望等がございましたら、会

員様名、担当者様名、所属名、連絡先電話番号をご記入の上、下記までＥ-メールにてご連絡をお願いいたしま

す。〒105-0001 東京都港区虎ノ門2-8-1 虎ノ門電気ビル２Ｆ （公財）水道技術研究センター   ホットニュー

ス担当 

Ｅ-ＭＡＩＬ：jwrchot@jwrc-net.or.jp 

ＴＥＬ ０３－３５９７－０２１４   ＦＡＸ ０３－３５９７－０２１５ 

また、ご連絡いただいた個人情報は、当センターからのお知らせの配信業務以外には一切使用いたしません。 

 

  水道ホットニュースのバックナンバーについて 

水道ホットニュースのバックナンバー（第58号以降）は、下記アドレスでご覧になれます。 

http://www.jwrc-net.or.jp/hotnews/hotnews-h23.html 
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